


　明けましておめでとうございます。

　昨年、国際的には、北朝鮮問題、トランプ

大統領就任、エルサレム首都宣言による中東

危機などがあり、国内では、大手企業 ( 東芝、

日産、神戸製鋼など ) の粉飾および偽装改ざ

ん、森友・加計学園問題、政治家 ( 稲葉、今村、

豊田など ) 不祥事、レゴランド開業、メルカ

リ現金売買騒動、豊洲問題などが注目されま

した。最近、各国民は、自国の利益や現況か

らの脱却を強調する党首を選ぶ傾向がありま

すが、どうも悪い方向に進んでいるような気

がします。

　陰陽五行説の五行から構成された十干と、

時刻や方角でも使われている十二支の組み合

わせからみる干支を確認すると、今年は十干

が「戊」、十二支が「戌」となるので、干支は

「戊戌（つちのえいぬ）」となります。戌年は

戌の字が示すように滅する年、つまり草木が

枯れて休眠する年といわれています。戌の司

る月は、旧暦で９月、現在の新暦で１０月か

ら１１月になり、季節では秋が深まる頃を指

します。つまり、季節の変化を受け入れ休眠し、

次の月（亥）に命の種と力を委ねるというこ

とです。したがって、昨年の酉年は「商売繁盛・

収穫の年」でしたが、戌は「守りの年」とな

ります。また、戌年には勤勉な努力家という

意味もありますので、知識を蓄えるにも最適

です。

　菊池病院は今年、「病棟建て替え」という大

きな課題があります。昨年、着工予定でしたが、

実施設計の遅延により今年に持ち越しとなり

ました。来年亥年以降の当院発展のため、今

年は地道に、ハード面を充実させ、医療安全、

感染防止、職員のメンタルヘルス対策などの

リスクマネジメントを的確に行い、自己研鑽

に励み、医療レベルの向上を図り、患者満足

度の改善と地域住民の信頼につなげていきた

いと思います。

　最後になりましたが、本年もよろしくお願

い申し上げます。

菊池病院院長  木村 武実

2　　Kikuchi National Hospital



事務部長  大木 和博

看護部長  村田 淳子

　新年あけましておめでとうございます。
　２８年度の国立病院機構は発足後初めての赤
字経営となりました。当院も震災の影響により
機構と同じく独立行政方法人移行後初めての赤
字でしたが、昨年は震災で落ち込んだ患者数も
回復し、このままいけば２９年度はなんとか黒
字で終われそうな状況となっています。
　さて、当院の病棟建て替えも計画発生から８
年が経過しようとしています。その間、東日本
大震災に伴う材料費・人件費の高騰等で落札業
者がないこと、また収支悪化による償還計画の
変更等の理由で計画の仕切り直しがありまし
た。２７年１２月に再度計画を見直し設計段階
まで進んでいたのですが、２８年４月の熊本地
震の影響で実施設計の見直しが発生しました。

それにより遅れていた工事入札が、いよいよ今
年の春頃には実施される見込みです。工期は１
年の予定となっていますので、入札がうまくい
けば来年の春頃には新病棟が完成します。完成
するまでには職員配置の変更、病棟の引っ越し、
記念式典等の計画・準備等で大変忙しくなりま
すが皆さんどうぞよろしくお願いします。病床
数は精神病床１２０床、重心病床１００床となっ
ています。新病棟は認知症・精神病棟と重心病
棟を別棟とし、認知症・精神病棟は３階にリハ
ビリ部門、重心病棟は３階に療育部門を設置し
ており、建て替わるとこれまで以上に地域・患
者さんのニーズにこたえられる病院として益々
充実していくと思っています。菊池病院は今、
職員全員の長年の夢であった病棟建て替えの最
終段階まで進んで来ています。これから病棟完
成がスムーズに行くように努力していきたいと
思っています。これからの皆様の協力をよろし
くお願いします。

　新年明けまして、おめでとうございます。
　2016年4月に発生した熊本地震から1年9ヶ
月が過ぎようとしています。これまで、多くの
皆様方にご支援をいただきました。あらためて、
感謝申し上げます。
　現在は、６つの病棟を５つに集約し、入院病
床も 247 から 218 床に縮小して運営しており
ます。狭い病棟や急遽、病棟にせざるを得なかっ
た環境の中で、患者様方には大変ご不便をおか
けしているのが現状です。このような環境の中
でも、患者様方に安心して心穏やかに過ごして
頂けるよう職員一丸となって取り組んで参りま
した。何があっても、いつも通り私達がやるべ
きことに全力を尽くすことが大事なことだと改
めて感じております。
　さて、今年は戌年です。意味を調べてみます

と「地盤を守る」「安産（新たに何かを産む）」「勤
勉で努力」などがあります。
　「地盤を守る」この菊池医療圏において、関連
施設の方々と協力しながら、地域の皆様方の「心
と脳」の健康を守り、この地において必要とさ
れる、選ばれる病院としての地盤を確立してい
きたいと思います。
　「新たに何かを産む」今年は、いよいよ新病棟
建て替えが始まる予定です。新たな環境でこれ
まで以上により良い看護が提供できるよう、皆
で知恵を絞り協力しながら準備を進めていかな
ければなりません。
　「勤勉で努力」これまで行ってきた看護はもち
ろん、今後は将来を見据え専門職業人としてさ
らに自己研鑽し、質の高い看護が提供できるよ
う努めて参ります。
　今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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認知症疾患医療センター（地域拠点型）の指定を受けて

臨床研究部長  本田 和揮

　平成 27 年 7 月に菊池病院が熊本県から認

知症疾患医療センターの指定をうけてから二

年半が経ちました。もともと菊池病院は認知

症の患者さんが多かったのですが、センター

の指定を受けてからさらに相談者の数が増加

しました。熊本県内には現在計 12 ヶ所の医療

機関の指定を受けていて、30 分程度運転すれ

ばどこかの疾患医療センターにたどり着くこ

とができるようになっています。各疾患医療

センターは熊本市中央区圏域、阿蘇圏域、天

草圏域、球磨圏域など各地域の認知症医療の

中心的な存在を担っていますが、菊池病院は

合志市、菊陽町、菊池市、大津町、熊本市北

区の菊池郡圏域の対応をしています。

　菊池病院の認知症医療の役割は大きく 2 つ

にわかれます。まず 1 つめは認知症の診断で

す。認知症はアルツハイマー病、レビー小体

型認知症、血管性認知症、前頭側頭型認知症

に大別されますが、かかりつけ医の先生には

馴染みのないケースは少なくなく、精神科医

でも認知症を専門としていない先生には判断

に迷う場合があります。菊池病院では認知症

専門医が診断を行って適切な治療方針を提示

しています。2 つめの役割は入院を請け負うこ

とです。多くの認知症患者さんは落ち着いた

在宅生活が可能でありデイサービスなどを利

用しながら外来通院してもらうのですが、少

数ながら在宅生活が難しい患者さんもいます。

認知症の患者さんの問題のある症状を BPSD

（Behavioral and Psychological Symptoms 

of Dementia）といいますが、なかでも興奮

や夜間徘徊は在宅生活の継続を妨げとなりま

す。このような症状を呈する患者さんの入院

を請け負って薬物療法や看護師たちによるケ

アで安定を図り、在宅生活への復帰や施設入

所を目指しています。精神科病床を持たない

一般病院やクリニックでは BPSD をもつ患者

さんの入院対応は難しいので精神科病院であ

る菊池病院が担う大事な役割となります。

　このように菊池病院は認知症疾患医療セン

ターとして診断や入院を中心に行い、地域に

欠かせない医療機関となるよう努力していま

す。しかし、初診に至るまでに待機が長いこ

とや病棟の老朽化のため快適な入院環境とは

なりにくいことが問題となっています。その

ため早期の受診の必要なケースには予約を先

回しにするなどしており、さらに入院環境に

関しては平成 30 年度内に新病棟に移行する予

定となっています。まだ理想の状況に向かう

途中ですが、認知症のことであれば十分な対

応が可能な病院となるように職員一同、日々

努力しています。

4　　Kikuchi National Hospital



　西日本地区のモデル事業施設として当院が

指定され、昭和 63 年より西日本認知症高齢者

対策研修の看護課程及び PSW 課程として、こ

れまで２千人以上の医療従事者に参加頂いて

います。平成 29 年度 PSW 課程は、10 月 11

日 ( 水 ) ～ 13 日 ( 金 ) の 3 日間研修を行いま

した。認知症患者の基礎と支援に必要な資質

向上を図ることを目的とし、講義、認知症治

療病棟の見学、事例検討会を行います。今年

度は、九州各地と遠くは四国・中国地方の各

地から 20 名の方々が受講致しました。

　当院院長をはじめ、医師、認知症認定看護師、

臨床心理士、栄養士、PSW より、それぞれの

専門分野の講義を行いました。また、日頃よ

り連携をしている認知症支援推進員にも昨年

に引き続きご講義頂き、その中で「地域と専

門医療機関の連携は片側通行でなく、行き来

が出来る大きな架け橋でありたい」と云う言

葉が、とても印象的でした。支援を必要とす

る者を中心に、関わる事業所や機関の各職種

が、互いの役割を認識しながらスムーズに連

携・支援体制を整えていく必要性を今一度考

える機会となりました。

　研修生は、各講師の講義内容を真剣に聴き

ながら各自ノートに書き留め、積極的に質問

を行い、多職種や他機関の役割、連携方法等

についての関心の高さが感じられました。

　最終日は半日を使って事例検討会を行った

ところ、各グループで意見交換が活発に交わ

され、発表時間をオーバーしてしまうほどの

盛り上がりでした。「検討時間が足りない！」

との声をちらほら聴きつつ、慌ただしく発表

の準備を行った場面が思い出されます。研修

初日には、各講師と研修生との活発な会話が

飛び交う食事会を行ったことが、研修生間の

連携を深めるきっかけになったのかもしれま

せん。

　アンケートで「各専門職の講義が聴けて良

かった」「認知症について正しい理解を深める

機会となった」「自分の業務を見直す良い機会

となった」等の研修を開催する立場としては、

とてもやりがいを感じた言葉を頂きました。

　短い期間の研修ではありましたが、一人一

人何かしらの学びや気づきを得られたことと

思います。今後の実践の中で生かされていく

ことを嬉しく思います。

第29回西日本認知症高齢者対策研修PSW課程を開催しました

精神保健福祉士  泊　三紀子
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　菊池病院が属する国立病院機構は東日本大震災を教訓
に、大規模災害に的確に対応出来るよう研修や訓練を積み
重ね、災害医療は重要な使命の一つとなっています。４月
１４日の地震発生の翌日から九州管内の機構２８病院を統
括する九州グループが近隣施設より医療班３班の派遣指示
を行い、私は佐賀病院の職員として、４月１５日 ( 金 ) の
夕刻に熊本市内に入り、１６日午前１時２５分の熊本地震
に遭遇しました。
　最初の活動は、熊本市民病院の入院患者の転院搬送を担
い、その後、避難住民の医療活動として益城町体育館に向
かいました。体育館天井が崩壊し使用出来ずエントランス
ホールや廊下の限られたスペースに、沢山の人々がシート
や毛布で寝床を確保し、足の踏み場も無い状態でした。我々
は、玄関ホールの一角に診療スペースを確保し、風邪や腹
痛及び降圧剤や糖尿治療薬を継続服用されている住民の処
方や、創傷処置等の医療活動を行いました。

　平成２９年１０月に菊池病院へ転勤を命ぜられ、住居を
探すために、震災後１年半を経過した熊本を訪れました。
春先の転勤シーズンと異なり簡単に探すことが出来ると
思っていましたが、不動産を尋ねるも「住居が崩壊された
家族や復興作業業者が長期間入居され物件が無い」との説
明でしたが、ようやく夕刻近くに確保することが出来一安
心。熊本の災害復興の情報は、近隣である佐賀県において
もニュース報道されることは無く、崩壊家屋においては全
く手付かずでブルーシートが掛けられている箇所が多数あ
ることに驚きました。益城町体育館が、１年以上も経過し
た現在も復興に向けた解体作業を行っている難しさを感じ
たところです。
　菊池病院においては、病棟建替計画が熊本地震によりス
トップしてましたが、待望の新病棟が完成することを患者
及び職員一同待ち望んでいるところです。

診療科 項目 月 火 水 木 金

精
　
　
神
　
　
科

新
　
患

田　中 坂　西 中　村 木　村 坂　西
（午前）

塩　沢 三　浦
（午前）

本　田
（第 2・4）

本　田
（第 1・3・5）

崎　谷
（午前）

再
　
来

塩　沢 木　村 木　村 坂　西 田　中
三　浦
（午後） 中　村 本　田 塩　沢

植　田 加治屋
三　浦
（午後）

　　　　独立行政法人　国立病院機構　菊池病院
〒861‐1116 熊本県合志市福原 208

TEL ０９６‐２４８‐２１１１　 FAX ０９６‐２４８‐４５５９
http://www.kikuchi-nhp.jp/

交通機関
●ＪＲ豊肥本線三里木駅下車タクシー１０分
●熊本空港よりタクシー約２０分

【専門外来】
　◆老　年　期・・・担当医：木村、本田、塩沢
　◆物忘れ外来・・・認知症予防と認知症に対する専門外来を行っています。
　　　　　　　　　　※ 認知症の検査から診断まで、１日で行います。
　◆画 像 診 断・・・当院にて、ＣＴ・ＭＲＩ検査を受けることができます。

【受診方法】
　①予約制となっています。
　　初診の方：お電話でご相談ください。担当の相談員が受診日を
                     調整致します。
　　再診の方：次の診察日を予約となります。予約のされていない
                     方は、外来へ連絡してください。　
　②セカンドオピニオン外来を実施しています。

【診察時間】
　受　　付　　８：３０～１５：００
　診　　療　　８：３０～１７：００
　休　　診　　土・日曜、祝祭日、振替休日、年末年始（１２月２９日～１月３日）

国立病院機構としての災害医療と熊本復興

（平成 30 年 1 月 1 日）

庶務班長　藤山　哲也

6　　Kikuchi National Hospital


